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対象は、平成 23年 6月から平成 25年 12月に筑波大学附属病院内分泌代謝・糖尿病内科に入院し、
独歩可能で日常生活の自立した糖尿病患者のうち、重度合併症がない 2型糖尿病 117名（男性 59名、
女性 58名、年齢 55±12歳）である。対象患者から情報を収集し、DPNの判定は、振動覚低下、アキ
レス腱反射消失、自覚症状、足底感覚低下の 4項目のうち 1項目以上認める場合を DPNとした。また、
身体能力評価は上下肢筋力、バランス能力の評価として重心動揺計を用いた姿勢安定度評価指標（Index 





対象は、平成 26年 6月から平成 28年 5月に筑波大学附属病院内分泌代謝・糖尿病内科に入院し、独
歩可能で日常生活の自立し、退院 1年後の郵送アンケートに答えた 185名の糖尿病患者である。郵送ア
ンケートは、対象者の自宅へ転倒の有無についての調査用紙を郵送し、記入の上返送してもらっている。











研究課題②：アンケート回収率は 67.0％（185 名中の 124名、男性 69名、女性 55名、56.1±14.0
歳）である。124名中 27名に退院後 1年間で転倒が発生しており、転倒率は 21.7％である。退院 1年
間の転倒の有無に影響する因子として、身体能力では膝伸展筋力（オッズ比 0.981、95％信頼区間 0.968 





























平成 29 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
-３ 
た。よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
